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令
和
３
年
５
月
䣍
現
業
機

関
に
お
け
る
柔
軟
な
働
き
方

の
実
現
に
つ
い
て
提
案
さ
れ

た
䣎
解
明
要
求
を
行
な
い
現

状
に
と
ら
わ
れ
ず
䣍
系
統
を

超
え
て
新
し
い
形
態
で
よ
り

柔
軟
に
働
き
䣍
社
員
一
人
一

人
の
成
長
意
欲
に
こ
た
え
䣍

活
躍
の
フ
䣵
䤀
ル
ド
を
拡
大

さ
せ
て
い
く
方
向
性
に
理
解

を
深
め
た
䣎 

こ
の
施
策
の
目
的
と
目
指

す
べ
き
も
の
を
労
使
双
方
で

実
効
性
あ
る
施
策
に
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
䣎
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は

今
施
策
実
施
時
に
お
け
る
要

求
項
目
を
挙
げ
䣍
社
員
が
働

き
や
す
い
䣍
よ
り
よ
い
施
策

と
な
る
よ
う
実
施
時
要
求
を

提
出
し
た
䣎 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

記 

␷
␵
各
系
統
⎡
技
術
⍥
技
能
⏂

継
承
⎌
⎾
⎒
⎴
⍥
経
験
⍥
知

識
⏂
十
二
分
⎞
備
⍻
⍥
後
進

⎫
⎡
適
切
⎝
指
導
⏂
行
⎝
⍻

⎾
人
材
育
成
⏂
確
実
⎞
実
施

⎌
⎾
⎆
⎛
⍦ 

␸
␵
各
系
統
⎡
技
術
⍥
技
能
⏂

継
承
⎌
⎾
⎒
⎴
⍥
担
当
⎌
⎾

業
務
内
容
⎞
関
⎌
⎾
教
育
⍥

訓
練
⏂
充
分
⎞
実
施
⎌
⎾
⎆

⎛
⍦ 

␹
␵
担
当
⎌
⎾
業
務
内
容
⎡

教
育
⍥
訓
練
⏂
充
実
⎈
⎎
⎾

⎛
⎛
⎵
⎞
⍥
研
修
教
育
期
間

⍿
終
わ
⎾
⎱
⎚
担
当
⎌
⎾
業

務
⎞
専
念
⎈
⎎
⎾
⎆
⎛
⍦ 

␺
␵
多
様
⎝
働
⎀
方
⎡
実
現
⎡

意
味
⍾
⎼
⍥
適
性
⍿
⍵
⎾
社

員
⎞
⎢
多
⎂
⎡
業
務
⏂
経
験

⎈
⎎
⎾
⎆
⎛
⍦ 

␻
␵
統
括
⏢
␚
⏦
␟
⍥
営
業
統

括
⏢
␚
⏦
␟
業
務
範
囲
⍿
広

⎂
⍥
勤
務
作
成
⍥
勤
務
操
配

⎞
苦
慮
⎌
⎾
場
面
⍿
想
定

⎈
れ
⎾
⎆
⎛
⍾
⎼
⍥
勤
務
指

定
⍿
確
実
⎞
行
⍻
⎾
体
制
⏂

作
⎾
⎆
⎛
⍦ 

␼
␵
管
理
者
⎢
社
員
⎛
⎡
⏚
␆

␌
⏲
␌
⏘
␟
⏞
␎
␚
⏂
充
分
⎞

図
⎽
⍥
社
員
⎡
自
己
実
現
⎡

欲
求
⎞
応
⍻
⎾
⎆
⎛
⍦ 

␽
␵
⏗
␒
␟
⏾
会
社
⎛
⎡
連
携
⍥

融
合
⎡
際
⍥
偽
装
請
負
等
⏚

␚
⏾
␐
⏋
⏉
␚
⏠
違
反
⎡
無

⍷
⎻
⍹
引
⎀
続
⎀
必
要
⎝
教

育
⎢
実
施
⎊
⎙
⍷
⎂
⎆
⎛
⍦ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

今
年
度
の
黒
字
必
達
目
標

を
実
現
す
る
た
め
に
も
䣍
ま

た
変
革
２
０
２
７
の
ス
ピ
䤀

ド
を
上
げ
る
た
め
に
も
䣍
柔

軟
な
働
き
方
の
実
現
は
重
要

で
あ
る
䣎
よ
り
多
く
の
社
員

が
多
様
な
経
験
を
踏
ま
え
成

長
す
る
こ
と
は
䣍
同
時
に
会

社
の
成
長
に
も
寄
与
す
る
こ

と
が
で
き
る
䣎 

社
員
と
会
社
が
同
じ
目
標

を
も
䣬
て
進
ん
で
い
け
る
よ

う
䣍
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
社

員
の
成
長
意
欲
と
活
躍
フ
䣵

䤀
ル
ド
の
拡
大
に
応
え
ら
れ

る
施
策
を
䣓
会
社
と
共
に
䣔
創

り
上
げ
て
い
く
！ 

 

主
⎝
改
訂
内
容 

 

第
␽
条
第
␹
項
␲
協
議
委
員
␳ 

(1)
各
地
方
機
関
に
お
け
る
毎

年
９
月
１
日
現
在
の
社
員

た
る
組
合
員
数
䥹
以
下
䣓
組

合
員
数
䣔
と
い
う
䣎
䥺
が
１
０

０
人
以
下
の
場
合
は
３
名

以
内 

(2)
組
合
員
数
が
１
０
０
人
を

超
え
２
０
０
人
以
下
の
場

合
は
４
名
以
内 

(3)
組
合
員
数
が
２
０
０
人
を

超
え
３
０
０
人
以
下
の
場

合
は
５
名
以
内 

(4)
組
合
員
数
が
３
０
０
人
を

超
え
４
０
０
人
以
下
の
場

合
は
６
名
以
内 

(5)
組
合
員
数
が
４
０
０
人
を

超
え
る
場
合
は
７
名
以
内 

第
57
条 

第
␸
項 

第
␹
項 

第
␺
項
␲
組
合
事
務
所
␳ 

２ 

会
社
は
䣍
組
合
事
務
所
の

使
用
に
つ
き
䣍
本
部
及
び
地

方
本
部
ご
と
に
１
箇
所
を

上
限
と
し
て
許
可
す
る
も

の
と
す
る
䣎 

３ 

組
合
は
䣍
前
項
に
か
か
わ

ら
ず
現
に
会
社
よ
り
許
可

を
得
て
使
用
し
て
い
る
組

合
事
務
所
に
つ
い
て
は
䣍
第

６
０
条
第
２
項
第
１
号
の

要
件
に
該
当
し
な
い
限
り
䣍

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
䣎 

４ 

会
社
は
䣍
第
６
０
条
第
２

項
第
１
号
の
要
件
に
該
当

し
な
い
場
合
䣍
第
２
項
に
か

か
わ
ら
ず
䣍
会
社
の
施
設
を

組
合
事
務
所
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
を
許
可
す
る
場

合
が
あ
る
䣎 

第
60
条 

第
␸
項 

(1)
会
社
が
当
該
会
社
施
設
を

事
業
の
用
に
供
す
る
必
要

が
生
じ
た
場
合
又
は
業
務

上
支
障
す
る
と
判
断
し
た

場
合 

基本理念 
1．社員で考え、社員のための労働
運動を目指す 企業内労働組合 

2．心とこころをつなぐ相互扶助活
動と、次代につなぐ社会正義の
実現を目指す 
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締
結
期
間 

令
和
⟧
年
➟
⟦
⟤
⟦
⟥
年
➠
10
月
⟥
日
⠬
⡪ 

令
和
⟪
年
➟
⟦
⟤
⟦
⟨
年
➠
⟭
月
30
日
⡟
⡈ 
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９
月
15
日
䣍
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ

オ
ン
は
䣓
エ
ネ
ル
ギ
䤀
部
門

の
組
織
再
編
䣔䣓
乗
務
員
の
業

務
等
の
見
直
し
䣔
に
つ
い
て

会
社
提
案
を
受
け
た
䣎 

 

エ
ネ
ル
ギ
䤀
部
門
の
組
織

再
編
で
は
䣍
安
全
や
信
頼
を

ベ
䤀
ス
に
䣍
エ
ネ
ル
ギ
䤀
３

Ｅ
䥹
安
定
性
䣍
環
境
性
䣍
経
済

性
䥺
向
上
の
取
組
み
を
通
じ
䣍

䣓
変
革
２
０
２
７
䣔
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
䣍
エ
ネ
ル

ギ
䤀
部
門
の
組
織
再
編
を
行

う
と
し
て
い
る
䣎 

␷
␵
実
施
内
容
␲
企
画
部
門

⎡
再
編
␳ 

エ
ネ
ル
ギ
䤀
企
画
部
と
し

て
䣍
３
現
業
機
関
䥹
給
電
セ
ン

タ
䤀
䣍
川
崎
発
電
所
䣍
信
濃
川

発
電
所
䥺
と
指
揮
命
令
系
統

を
一
元
化
し
諸
課
題
に
対
応

す
る
䣎 

␸
␵
要
員
関
係 

給
電
技
術
セ
ン
タ
䤀
71
名

か
ら
69
名 

␹
␵
実
施
時
期 

 
令
和
３
年
12
月
１
日 

乗
務
員
の
業
務
等
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
䣍䣓
乗
務
員
の

働
き
方
と
効
率
性
の
実
現
を

目
的
に
䣍
平
成
31
年
３
月
に

見
直
し
を
実
施
し
た
䣎
技
術

革
新
䣍
業
務
内
容
の
変
化
を

踏
ま
え
䣍
今
後
こ
れ
ま
で
の

役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
な
い

柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
す
る

た
め
に
䣍
安
全
・
安
定
輸
送
を

確
保
し
つ
つ
䣍
働
き
や
す
さ

の
向
上
を
図
り
な
が
ら
見
直

し
を
行
う
䣔
と
し
て
い
る
䣎 

␷
␵
実
施
内
容 

出
勤
予
備
の
者
の
１
日
当

り
労
働
時
間
数
を
乗
務
員
勤

務
の
１
日
当
り
労
働
時
間
数

と
す
る
䣎 

␸
␵
⎐
⎡
他 

(1)
早
目
出
場
⎡
見
直
⎊ 

列
車
到
着
前
ま
で
に
出
場

す
る
よ
う
に
見
直
す
䣎 

(2)
発
車
看
視
⎡
廃
止 

乗
継
ぎ
後
に
乗
務
員
が
行

䣬
て
い
る
発
車
看
視
を
廃
止

す
る
䣎 

(3)
入
区
点
検
⎡
見
直
⎊ 

運
転
士
が
行
䣬
て
い
る
入

区
点
検
を
留
置
手
配
に
改
め

る
䣎 

(4)
点
呼
箇
所
⎛
休
養
室
間

⎡
移
動
時
間
⎡
取
扱
⍷ 

点
呼
箇
所
と
休
養
室
間
の

移
動
時
間
は
䣍
労
働
時
間
と

し
て
取
り
扱
わ
な
い
䣎 

(5)
起
床
点
呼
後
⎞
⍽
⎄
⎾

付
加
時
間
⎡
一
部
見
直
⎊ 

起
床
点
呼
後
に
お
け
る
業

務
指
示
の
な
い
５
分
間
の
労

働
時
間
を
見
直
す
䣎 

(6)
帰
着
点
呼
⎡
廃
止 

車
掌
が
行
䣬
て
い
る
帰
着

点
呼
を
廃
止
す
る
䣎 

␹
␵
実
施
期
日 

令
和
３
年
度
末
ダ
イ
ヤ
改

正
䥹
予
定
䥺 

仙
台
地
方
本
部
䣓
第
９
回

定
期
大
会
䣔
は
10
月
９
日
䣍

仙
台
地
本
事
務
室
に
お
い
て
䣍

䣓
組
織
の
総
力
を
あ
げ
て
難

局
を
乗
り
越
え
䣍
私
た
ち
の

掲
げ
た
䣕
会
社
と
共
に
䣖
の
実

践
か
ら
䣍
会
社
の
持
続
的
成

長
と
組
合
員
・
家
族
の
幸
せ

を
実
現
し
よ
う
！
䣔
を
ス
ロ

䤀
ガ
ン
に
書
面
開
催
さ
れ
䣍

各
議
案
は
多
く
の
意
見
を
経

て
採
択
さ
れ
た
䣎 

齋
藤
勝
彦
新
委
員
長
を
リ

䤀
ダ
䤀
に
据
え
䣍
仙
台
地
本

は
新
た
な
幕
開
け
を
力
強
く

迎
え
た
䣎 

サービス内容 

● 融資対象者 JRE ユニオン組合員 

● 融資条件  限度額 1 人あたり 200 万円以内 

● 資金使途  生活資金 

● 返済期間  10 年間 

● 返済方法  毎月返済又は毎月・一時金併用 

コロナ禍でローンを抱える組合員の生活設計をサポート

します。 

※詳細は役員まで！ 


